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戦
後
、
映
画
界
が

戦
争
責
任
者
を
追

放
し
よ
う
と
し
た

動
き
に
対
し
、
映

画
監
督
の
伊
丹
万

作
が
「
戦
争
責
任

者
の
問
題
」
と
い

う
文
章
を
公
開
し
た
▼
騙
し
た

者
の
責
任
を
追
及
す
る
主
張
に

対
し
「
あ
ん
な
に
も
造
作
な
く

だ
ま
さ
れ
る
ほ
ど
批
判
力
を
失

い
、
思
考
力
を
失
い
、
信
念
を

失
い
、
家
畜
的
な
盲
従
に
自
己

の
一
切
を
ゆ
だ
ね
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
国
民
全

体
の
文
化
的
無
気
力
、無
自
覚
、

無
反
省
、
無
責
任
な
ど
が
悪
の

本
体
な
の
で
あ
る
」
と
、
騙
さ

れ
た
者
に
も
責
任
が
あ
る
と
痛

烈
に
批
判
す
る
▼
今
、
単
純
で

聞
こ
え
の
良
い
、
欲
情
を
煽
る

言
説
が
多
く
拡
散
さ
れ
て
い

る
。
特
に
ネ
ッ
ト
上
で
そ
の
傾

向
が
強
化
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
真
偽
を

確
か
め
る
こ
と
な
く
信
じ
込
む

多
く
の
人
々
が
い
る
▼
伊
丹
は

言
う
「
一
度
だ
ま
さ
れ
た
ら
、

二
度
と
だ
ま
さ
れ
ま
い
と
す
る

真
剣
な
自
己
反
省
と
努
力
が
な

け
れ
ば
人
間
が
進
歩
す
る
わ
け

は
な
い
」
次
は
正
し
い
選
択
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。
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 23～24　臨時・非常勤等職員全国協議会スキル

 　　　　アップ集会（ＰＬＰ会館）

 24～26　第61回護憲大会（岡山市内）

当面の日程

参議院議員（自治労組織内）

松本 真紀子

　

現
業
・
公
企
闘
争
委
員
会
は

各
市
町
の
交
渉
時
に
参
考
に
な

る
よ
う
10
月
７
日
、
市
町
振
興

課
、
公
企
関
係
部
局
、
県
教
育

委
員
会
と
の
対
県
交
渉
を
行
っ

た
。
あ
ら
た
め
て
賃
金
の
あ
り

方
や
労
働
安
全
衛
生
体
制
・
災

害
対
策
等
に
つ
い
て
、
闘
争
委

員
会
か
ら
単
組
・
自
治
体
の
実

態
を
踏
ま
え
追
及
し
た
。

　

市
町
振
興
課
交
渉
で
は
、
特

に
現
業
で
「
現
業
差
別
賃
金
を

撤
廃
、
行
政
賃
金
と
同
等
に
」

を
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
う

観
点
か
ら
、
行
政
職
１
表
を
運

用
し
な
が
ら
本
来
の
賃
金
を
求

め
て
い
く
こ
と
を
訴
え
、
現
業

の
賃
金
は
労
使
交
渉
で
確
認
し

て
決
定
す
る
も
の
、
こ
の
説
明

責
任
は
各
自
治
体
の
首
長
だ
と

い
う
こ
と
も
強
く
申
し
入
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
県
市
町
振
興

課
は
「
給
料
表
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
労
使
交
渉
で
決
定

す
る
が
そ
の
前
提
と
し
て
、
法

律
の
規
定
の
通
り
、
国
と
民
間

企
業
と
の
均
衡
を
各
自
治
体
に

お
い
て
分
析
し
、
給
与
水
準
を

決
定
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
に

あ
る
。
国
の
行（
二
）を
導
入
し

な
さ
い
と
い
う
こ
と
は
助
言
し

て
い
な
い
。
労
使
交
渉
を
重
ね

て
決
定
し
た
給
与
水
準
に
つ
い

て
は
、
首
長
が
説
明
す
る
義
務

が
あ
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
公
企
関
係
部
局
・
教

育
委
員
会
に
も
職
場
の
課
題
を

中
心
に
訴
え
た
。

　

交
渉
後
に
総
括
会
議
を
開
催

し
、
決
起
集
会
で
の
交
渉
報
告

の
確
認
、
今
後
の
取
り
組
み
の

協
議
を
行
っ
た
。

　

交
流
会
で
は
、
現
業
・
公
企

闘
争
の
意
義
に
つ
い
て
山
本
由

美
子
現
評
事
務
局
長
の
講
演
に

学
ん
だ
。「
現
業
・
公
企
労
働
者

は
団
結
権
が
あ
り
、協
約
主
義
。

そ
の
権
利
を
活
か
し
て
闘
争
を

進
め
る
」
と
闘
争
の
意
義
を
説

明
。
具
体
的
な
課
題
と
し
て
、

「
民
間
の
パ
ー
ト
労
働
者
と
比

較
さ
れ
、
差
別
的
な
賃
金
運
用

が
迫
ら
れ
て
い
る
」「
正
規
の講演する山本事務局長

退
職
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計

年
度
で
補
わ
れ
、
仕
事
が
ま
わ

ら
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
」

「
定
年
延
長
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
が
体
力
が
必
要
な
仕
事
が
多

く
、
高
齢
層
の
働
き
方
の
改
善

が
必
要
」
な
ど
を
あ
げ
た
。

　

災
害
時
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
も
直
営
堅
持
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
委
託
先
の
労
働

者
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
の
必
要

性
も
強
調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
水
道
職
場

で
働
い
て
い
る
が
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
い
う
こ
と
で
住
民
か
ら

連
絡
が
あ
る
と
、
休
み
の
日
も

対
応
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

自
分
が
当
番
の
日
は
市
外
に
も

出
ら
れ
ず
、気
が
休
ま
ら
な
い
」

「
住
民
と
身
近
な
と
こ
ろ
で
働

く
現
業
職
員
の
賃
金
が
行
政
職

２
表
と
い
う
こ
と
自
体
差
別
的

だ
と
感
じ
る
。
力
を
あ
わ
せ
て

取
り
組
み
た
い
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
。

垣
志
穂
事
務
局
次
長
よ
り
決
意

表
明
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、村
上
誠
現
業
評
議

会
事
務
局
次
長
の
集
会
宣
言
の

の
ち
、小
原
王
之
闘
争
委
員
長

代
行
の
集
会
ま
と
め
と
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
集
会
を
終
了
し

た
。

働
同
一
賃
金
の
職
場
を
め
ざ

し
、
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
、
平
瀬
勲
現
業
評
議
会

議
長
、
三
宅
一
茂
公
営
企
業
評

議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
北
池
宏
光
現
業
・
公
企
部

長
か
ら
闘
争
方
針
提
起
、
山
本

由
美
子
現
業
評
議
会
事
務
局
長

と
余
膳
正
幸
公
営
企
業
評
議
会

事
務
局
次
長
が
対
県
交
渉
の
報

告
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表

し
、
兵
庫
県
職
労
の
中
野
佳
典

さ
ん
、
神
戸
市
従
の
政
木
拓
己

さ
ん
、
三
田
市
職
労
の
角
野
佑

樹
さ
ん
、
三
木
市
職
の
藤
井
忠

勝
さ
ん
、
丹
波
篠
山
市
職
労
の

石
原
卓
人
さ
ん
、
臨
職
評
の
前

と
な
る
。
積
極
的
な
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
み

な
さ
ん
の
強
み
は
現
場
力
。
一

朝
一
夕
に
改
善
と
は
い
か
な
い

が
、
職
場
の
声
を
集
め
た
単
組

の
交
渉
は
強
い
。
職
場
の
声
を

把
握
し
、
改
善
に
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。
誰
も
が
65
歳
ま
で
働

け
る
職
場
づ
く
り
や
、
同
一
労

え
る
職
場
。
自
治
体
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
る
た
め
、
労
働
運

動
と
同
時
に
政
治
活
動
も
必
要

　

県
本
部
現
業
・
公
企
闘
争
委

員
会
は
10
月
11
日
、
神
戸
市
教

育
会
館
で
決
起
集
会
を
開
催

し
、27
単
組
１
４
９
人
が
結
集
。

諸
情
勢
・
課
題
の
共
有
化
を
は

か
り
、
統
一
闘
争
勝
利
に
向
け

て
単
組
交
渉
を
強
化
、
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と

を
意
思
統
一
し
た
。

　

集
会
で
は
、
現
業
・
公
企
闘

争
委
員
会
を
代
表
し
、
山
下
忠

之
闘
争
委
員
長
が
「
我
々
は
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
を
支

　

現
業・
公
企
闘
争
勝
利
！
総

決
起
集
会
の
午
前
、
県
本
部
会

議
室
で
青
年
女
性
交
流
会
を
実

施
し
８
単
組
11
人
が
参
加
し
た
。

統一闘争勝利に向け意思統一

　

県
本
部
は
、
現
業
・
公
企
第
２
次
統
一
闘
争
と
し
て
、
10

月
18
日
に
統
一
行
動
日
を
設
定
。す
で
に
６
月
の
第
１
次
で
、

来
年
度
の
新
規
採
用
を
勝
ち
取
っ
た
単
組
も
あ
る
中
、
第
１

次
闘
争
の
積
み
残
し
課
題
の
前
進
を
め
ざ
し
、
総
決
起
集
会

を
開
催
し
た
。

現業公企決起集会現業公企対県交渉

現業賃金の改善を訴える
賃金は労使交渉で決定するもの

現業公企
青年女性

団
結
権
を
活
か
し
闘
争
を
進
め
る

住
民
生
活
を
守
る
た
め
に
も
直
営
堅
持

職
場
の
声
を
集
め
交
渉
強
化
へ

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
と
賃
金
改
善
を
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阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月

30
日
、
尼
崎
市
小
田
北
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ
で
第
54
回
定
期
総
会

を
開
催
し
た
。
戎
剛
ブ
ロ
ッ
ク

議
長
、来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

２
０
２
４
年
度
活
動
・
会
計
報

告
の
承
認
を
受
け
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
案
と
会
計
予
算

案
の
提
案
を
行
っ
た
。

　

７
単
組
９
人
か
ら
の
発
言・補

強
を
踏
ま
え
、
方
針・予
算
を
確

立
し
、
当
面
す
る
闘
争
方
針
で

は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
賃

金・一
時
金
の
引
き
上
げ
に
関
し

て
、
連
携
し
取
り
組
み
を
強
化

す
る
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
。

発
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
尼
崎
市
職
労
】
来
年
６
月
の

尼
崎
市
議
選
「
わ
た
せ
和
人
」

再
選
に
向
け
て
の
協
力
を
。
ガ

ザ
地
区
戦
闘
即
時
停
止
街
宣
行

動
の
周
知
徹
底
を
。
人
権
条
例

未
整
備
自
治
体
に
対
す
る
取
り

組
み
を
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
健
康

保
険
証
に
対
す
る
情
報
提
供
。

【
三
田
市
職
労
】
三
田
市
議
選

「
橋
本
い
ぶ
ん
」
当
選
。
支
援

に
対
す
る
お
礼
。

【
宝
塚
市
職
労
】
当
局
の
不
当

労
働
行
為
に
対
す
る
報
告
と

要
請
。
ブ
ロ
ッ
ク
単
組
間
の
勤

務
条
件
比
較
表
の
整
備
を
。
新

採
交
流
会
に
係
る
備
品
等
の
ブ

ロ
ッ
ク
負
担
補
助
を
。「
い
な
む

ら
和
美
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
。

【
尼
崎
嘱
託
労
】
訴
え
か
け
て

い
た
当
局
の
現
場
視
察
が
実

現
。
公
募
試
験
撤
廃
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
報
告
。

【
淡
路
市
職
労
】
淡
路
地
区
４

単
組
連
携
し
、
地
域
手
当
４
％

獲
得
を
め
ざ
す
。

【
淡
路
広
域
水
労
】
当
局
の
不

誠
実
対
応
に
係
る
労
働
委
員
会

斡
旋
闘
争
を
視
野
。

【
伊
丹
指
労
】
来
年
度
の
給
料

表
導
入
に
向
け
て
の
取
り
組

み
。

　

第
40
回
地
方
自
治
研
究
全
国

集
会
（
し
ま
ね
自
治
研
）
が
、

10
月
４
～
５
日
、
島
根
県
松
江

市
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
２
７
０
０
人
、

兵
庫
か
ら
は
単
組
、
自
治
研
セ

ン
タ
ー
合
わ
せ
て
21
人
が
参
加

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
自
治
労

本
部
石
上
千
博
委
員
長
は
、
し

ま
ね
自
治
研
を
「
地
方
自
治
を

問
い
直
す
、
ま
た
地
方
自
治
を

意
識
す
る
機
会
に
」
と
主
催
者

あ
い
さ
つ
、
多
く
の
来
賓
あ
い

さ
つ
に
続
き
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ

ポ
ー
ト
」
活
動
実
績
報
告
、
自

治
研
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

兵
庫
か
ら
も
、
自
治
研
セ
ン

タ
ー
・
井
戸
真
樹
研
究
員
（
猪

名
川
町
議
会
議
員
）
か
ら
「
猪

名
川
町
の
公
共
交
通
を
考
え
る

～
持
続
可
能
な
移
動
手
段
の
確

立
の
た
め
の
提
言
」
と
題
し
た

レ
ポ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
自
治
労
本
部
・
氷

室
佐
由
里
政
策
局
長
の
基
調
提

起
に
続
き
、
午
後
か
ら
は
、
自

治
研
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
１
％
の
仕

事
か
ら
考
え
る
。
課
題
が
価
値

に
変
わ
る
と
き
」を
テ
ー
マ
に
、

働
き
方
研
究
家
・
西
村
佳
哲
さ

ん
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し

て
、
立
教
大
学
准
教
授
・
藤
井

誠
一
郎
さ
ん
、自
治
労
東
大
阪
・

前
田
誠
さ
ん
と
ト
ー
ク
を
展
開

し
た
。
誰
も
が
「
い
い
仕
事
」

を
し
た
い
と
願
う
が
、
日
々
の

仕
事
を
縛
る
も
の
を
ど
う
越
え

る
か
。「
は
た
ら
く
」「
つ
な
ぐ
」

「
自
治
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

３
人
が
熱
く
語
り
合
っ
た
。

　

２
日
目
に
は
、
９
つ
の
分
科

会
・
特
別
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

テ
ー
マ
毎
に
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

全国から2700人が結集

全体で運動方針を確認

処遇の格差について学習

な
っ
た
」な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
受
け
、
講
師
の
禿
さ

ん
か
ら
「
自
分
の
賃
金
は
何
に

対
す
る
対
価
な
の
か
。
こ
の
ま

ま
の
処
遇
で
は
お
か
し
い
と
い

う
疑
問
を
持
っ
て
、
業
務
内
容

や
人
員
配
置
数
な
ど
を
可
視

化
・
言
語
化
し
、
具
体
的
な
も

の
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
た
か
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
を
受
け
た
。

ら
は
24
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
な
ぜ
雇
用
形

態
に
よ
る
処
遇
の
格
差
は
つ
く

ら
れ
た
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
埼

玉
大
学
の
禿か

む
ろ

あ
や
美
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
労
働
の
場
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
や
課
題
、
日

本
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
「
職
場
の
状
況
を

変
え
る
の
は
労
働
組
合
し
か
で

き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
交
渉
が
と
て
も
大
事
」

だ
と
改
め
て
学
ん
だ
。

　

講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
世
代
や
立
場
を
超
え
て

自
分
た
ち
の
働
き
方
や
処
遇
に

つ
い
て
討
論
し
、
参
加
者
か
ら

は
人
員
不
足
や
人
事
評
価
の
問

題
、「
正
規
と
非
正
規
の
処
遇

格
差
を
各
自
の
職
場
に
あ
て
は

め
て
振
り
返
り
の
き
っ
か
け
と

　

働
く
女
性
の
交
流
集
会
が
10

月
20
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館

で
開
催
さ
れ
、
自
治
労
、
地
域

ユ
ニ
オ
ン
、
Ⅰ（
ア
イ
）女
性
会

議
な
ど
か
ら
39
人
、
自
治
労
か

験
」ほ
か
、茹
で
枝
豆
の
試
食
や
、

自
治
労
共
済
の
補
償
相
談
受

付
、
子
ど
も
福
引
き
コ
ー
ナ
ー
、

新
米
や
黒
豆
み
そ
が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
。

　

参
加
申
し
込
み
は
14
単
組
か

ら
57
組
の
組
合
員
と
家
族
、
合

計
１
６
１
人
、
受
け
渡
し
た
黒

枝
豆
は
５
０
０
株
を
超
え
た
。

　

収
穫
祭
当
日
、
試
食
の
枝
豆

を
口
に
運
び
、
黒
豆
畑
の
あ
ぜ

等
に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
広
げ

る
参
加
者
は
、
酷
暑
で
実
り
に

や
や
偏
り
が
あ
る
も
の
の
大
粒

が
特
徴
の
黒
枝
豆
を
収
穫
し
、

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
旬

を
満
喫
し
て
い
た
。

　

10
月
26
日
、
県
本
部
は
第
16

回
黒
豆
収
穫
祭
を
丹
波
篠
山
市

内
で
開
催
し
た
。

　

２
０
０
７
年
に
「
足
立
さ
ん

ち
の
黒
大
豆
オ
ー
ナ
ー
制
」
の

取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
た
人
気

の
文
化
事
業
が
、
新
た
な
生
産

者「
耕
し
や
」さ
ん
の
全
面
協

力
の
も
と
、
３
年
ぶ
り
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
復
活
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
黒
豆
収

穫
祭
は
、当
日
の
朝
に
刈
り
取
っ

た
ば
か
り
の
新
鮮
な
黒
枝
豆
を

受
け
取
り
、
枝
か
ら
豆
を
取
り

外
す
「
豆
も
ぎ
」
や
、
枝
切
ハ

サ
ミ
を
使
っ
て
自
ら
刈
り
取
る

こ
と
が
で
き
る
「
枝
豆
収
穫
体

試食用えだ豆作り 収穫中

抽せん会 子ども用福引き

阪神淡路ブロック定期総会

確定闘争勝利へ意思統一
会計年度の処遇改善をめざす

黒豆収穫祭

働く女性の交流会

交渉の大切さを学ぶ
職場の状況を変えるのは労働組合

全国自治研

２
７
０
０
人
が
島
根
に
結
集

井
戸
真
樹
猪
名
川
町
議
が
レ
ポ
ー
ト
提
出

秋
晴
の
も
と
家
族
で
旬
を
満
喫

３
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
復
活


